
2002年度

時計係の仕事内容

・発表の計時を行い、ベルを鳴らす。発表 15 分、質疑応答 10 分。
13 分目に 1 鈴、
15 分目に 2 鈴、
25 分目に 3 鈴。

・質疑応答終了後、室内の講演番号札を次の講演番号に替える。

ストップウオッチの使い方（下図参照）
真ん中の M ボタン（MODE ボタン）は触らない。常にストップウオッチ表示にして

おく。SUNマ－クは常に点滅。

1. 右の S ボタン（START/STOP ボタン）を押して計時スタ－ト。計測中は SUN と

SAT が点滅。

2. 同じボタンを押すと計時ストップ。SUNと SAT と FRI が点滅。
3. 左の Rボタン（SPLIT/RESETボタン）を押してリセット。

OHPや LCPのランプ切れ等、トラブルが発生したときには計時をストップさせる。


